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ドゥナン（与那国）語の簡易文法と
自然談話資料

山田真寛・Thomas Pellard・下地理則

1 言語と話者

本稿は、与那国島（沖縄県八重山郡与那国町）で話されている琉球諸語の

一つ、ドゥナン語 (dunan-munui) の簡易文法を自然談話資料とともに提示す

る。ドゥナン語は、主に 50歳代後半以上の与那国島民が母語として使用して

おり、話者数は約 400人（島民数の約 25%）である。世代間の伝承が断絶して

おり、UNESCOに登録されている消滅危機言語である。詳しくは山田・Pellard
(2013)参照。

2 音声と音韻

2.1 母音

ドゥナン語は、前舌 [a] と後舌 [ɑ] で実現する広母音の/a/、非円唇前舌狭母

音の/i/ ([i]~[ɪ])、円唇後舌狭母音/u/ ([u]~[ʊ])からなる 3母音を基本とした母音

体系を持つ。先行研究ではこの 3 母音のみが音素と認められているが、狭母

音/u/とは異なる半狭母音の [o] も音素である蓋然性がある。ただし/o/の分布

は極めて限られており、少数の感嘆詞以外は終助詞の do にしか現れないよう

である。[e]も確認されるが、[o]同様終助詞 je にしか現れない。若年層の話者

では語末の [i]が [e]に近い発音となることもある。

音声的には長母音が現れるものの、母音の長短は弁別的ではないと思われる。

助詞などが後続しない 1モーラ語の母音が基本的に長音化する他、aragu「とて

も」([aɾaɡu]~[aɾaːɡu])や buru「すべて」([buɾu]~[buːɾu])などのような副詞に特

定の表現機能をともなう長母音が現れることもある。
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2.2 子音

ドゥナン語の子音体系を表1に示す（音素記号の後の括弧書きは本稿で使用

する正書法）。ドゥナン語の子音体系の一番の特徴は破裂・破擦音における強子

音 (Fortis)・弱子音 (Lenis)・有声音の 3項対立である*1。強子音は従来「（無気）

喉頭化音」*2と呼ばれてきた音で、発声器官の緊張をともなって呼気流に抵抗

を起こしながら強く発音される「硬い」子音である。それに対して弱子音は発

声器官の弛緩と軽い気音をともなって弱く発音される「軟らかい」音で、共通

日本語の無声子音（清音）に近い。強弱の区別は語頭にしかなく、語中におけ

る無声破裂・破擦音は音声的に強子音に近い形で実現するのが普通である。本

稿の表記では語頭の強子音は二重子音、弱子音は hを添えて、対立のない語中

の無声子音は単一子音の記号で表記する。

表1 ドゥナン語の子音

唇音 歯音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音

弱破裂音 /tʰ/ (th) /kʰ/ (kh)
強破裂音・破擦音 /pˀ/ (pp) /tˀ/ (tt) /cˀ/ (cc) /kˀ/ (kk)
有声破裂音 /b/ (b) /d/ (d) /ɡ/ (g)
鼻音 /m/ (m) /n/ (n) /ŋ/ (ŋ)
無声摩擦音 /s/ (s) /h/ (h)
弾き音 /ɾ/ (r)
接近音 /w/ (w) /j/ (y)

母音の前以外の位置ではすべての鼻音の対立が中和され、本稿の正書法では

n と表記する。共通日本語の撥音「ん」のように、後続する子音の調音点に同

化して発音される (ng [ŋɡ], nd [nd], nb [mb])。語末では軟口蓋音 [ŋ]で撥音さ

れ、共通日本語のような口蓋垂鼻音が基本的に現れない。c(c)と表記されてい

る子音は無声歯音破擦音 [tsˀ] である。その他に注意すべき異音としては i・y

*1 /pˀ/と/cˀ/には対応する弱子音が存在しない。
*2 強子音の調音における喉頭などの発声器官の状態を吟味した実験研究がないため、本稿では
「強子音」と呼ぶことにする。
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前における c(c)・s・hの口蓋化 ([tɕˀ]、[ɕ]、[ç])と w・uの前における hの唇音

化 ([ʍ]~[ɸ])がある。

2.3 音節

ドゥナン語の音節構造は比較的単純である。頭子音も尾子音も随意で、y・w
の渡り音を含む連続以外、音節初頭の子音群が許されない。音節末尾には中和

された鼻音しか現れない。音節の中核部には最大 2母音が現れる。つまりドゥ

ナン語の音節構造は次のようになっている*3。

(1) (C(G)) V1 (V2) (N)

中和された鼻音も単独で音節を形成することができるが、このような小音

節 (minor syllable) は破裂音・破擦音・鼻音に先立つ語頭位置に限られる（例：

n.da「君」）。

2.4 モーラ

すべての母音がモーラを担い、音節末尾もしくは中核部に位置する鼻音もモ

ーラを担う。音節は軽音節（1モーラ：(C)(G)V、N）、重音節（2モーラ：(C)(G)VV、
(C)(G)VN）、超重音節（3モーラ：(C)(G)VVN）に分けられる。超重音節は基本

的に複数の形態素からなっており、再音節化 (CVVN > *CV.VN)が行なわれない。

モーラがドゥナン語において重要な単位であることは従来認められてこなか

ったが、モーラの役割は二つの規則に現れる。まず、単語の長さに対する制約

が存在し、自立語は最小 2モーラを含まなければならない。その結果、(C)(G)V
型の単語が単独で現れるときその母音が長く発音される。さらに軽音節と重音

節が下降調を担えるかどうかで異なる。1 モーラからなる軽音節は下降調を担

うことができず代わりに高調が現れるのに対して、2 モーラ（以上）からなる

重音節の場合下降調が実現できる。2 モーラからなる NC(G)V においても下降

調が実現できないことから語頭の鼻音が個別の音節を形成することがわかる。

*3 C：子音、V：母音、G：渡り音、N：鼻音。
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2.5 音調 (アクセント)

ドゥナン語の単純名詞は 3型の音調対立を示しており、語の長さに関係なく

音調が語全体に付与されるいわゆる語声調乃至 N 型アクセントの体系である。

ドゥナン語ではピッチ高低の差が小さく、音調型の断定が容易ではない。そ

のため本節以外では音調型を基本的に表記せず、本節の記述は主に上野 (2010;
2009; 2011)にもとづくものである。

3 型をそれぞれ「高・低・下降」のように呼ぶことにするが、それぞれ先行

研究の「A・B・C」に相当する。高型は、多音節語では語頭音節が低く、それ

以降の音節は高いが、一音節語では全体的に高い。低型は語全体が比較的低く

平らに発音される。下降型の語は高型に似ており、多音節語の場合低く始まり

その後高くなるが、語末音節が重音節の場合下降調で発音される。軽音節で終

わる場合、下降調ではなく高音調で発音され、高型との区別がない。ただし助

詞の =n「も」などを後続させると重音節が形成され下降調が実現する。さら

に、下降調が実現していない場合でも次の語にダウンステップが生じる (上野

2010)。本稿で使う表記法では高型に [ ´ ]、低型 [ ` ]、下降型に [ ˆ ]の記号を語の

最初の母音の上につけて書き分ける。

表2 ドゥナン語の名詞の音調

高型 低型 下降型

1σ ná「名」 [náː] H khì「木」 [kʰı ̀ː ] L wâ「豚」 [wâː] F
mái「米」 [máı]́ H hài「南」 [hàı]̀ L hâi「針」 [háı]̀ F

2σ
háci「橋」 [hàtɕı]́ LH hàna「花」 [hànà] LL hâci「箸」 [hàtɕı]́ LH
háci=n「橋も」[hàtɕıŋ́] LH hàna=n「花も」 [hànàŋ] LL hâci=n「箸も」 [hàtɕîŋ] LF
dúrai「集会」 [dùɾáı]́ LH mùnui「言葉」 [mùnùı]̀ LL mâgai「椀」 [màɡáı]̀ LF

3σ mínaga「庭」 [mıǹáɡá] LHH dìmami「落花生」[dım̀àmı]̀ LLL dâmami「山亀」[dàmámı]́ LHH

3 品詞

ドゥナン語には名詞類と動詞類の他に副詞、役割標識、連体詞、接続詞、感

嘆詞などがある。琉球諸語の多くと同様に、いわゆる形容詞 (property concept
words)が形態統語論的に動詞と同じふるまいを示しており、動詞類の下位区分
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に入れることができる。ほとんどの品詞は音韻論的に自律しているが、役割標

識は前の句の最後の語に組み入れられる接語である。

3.1 名詞類

名詞類は名詞句の主要部となりうる語であり、名詞句は述語の項またはコピ

ュラ述語として機能する。名詞類はさらに名詞、代名詞、数詞に分けられる。

3.2 動詞類

動詞類には一般動詞（以降は単に「動詞」とも）と状態動詞（「形容詞」）があ

る。動詞類は屈折し節の述語となる。一般動詞と状態動詞の活用は基本的に同

じだが、否定形だけが大きく異なる。一般動詞の否定形は-anu（-例：khag-anu-n
「書かない」）という接尾辞によって形成されるのに対し、状態動詞は-minu-を
ともなう（例：thaga-minu-n「高くない」）。

3.3 副詞

副詞は述語または節全体を修飾する。語根からなる副詞の他に、thaga「高」

→ thaga-gu「高く」、ninsa「遅」→ ninsa-gu「遅く」などのように状態動詞の語

根から-gu をともなって派生される副詞がある。

3.4 役割標識

役割標識は名詞句に後続し、その名詞句の統語、意味、語用的役割を表す接

語である。役割標識には主格 =ŋa、方向格 =nki など種々の格標識、主題標識

=ya、焦点標識 =du が含まれる。複数の役割標識が一つの名詞句に膠着するこ

とができ、その場合格を表すものが最初に現れ、その次に主題・焦点の標識が

接続する。
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3.5 その他の品詞

連体詞の khunu・unu・khanu は名詞句に前置する指示修飾語である。khunu
と unu は指示代名詞 khu・u に属格標識の =nu が続いた形式と分析可能だが、

khanu の場合は対応する代名詞が khari なのでその分析が不可能である。接続

詞は =tasi「ながら」、=yungara「ので」、=ŋa「が（逆接）」、=tin「ても」のよう

に、従属節に後続し主節との関係を示す語である。感嘆詞は屈折せずに di「さ

あ（誘い掛け）」のように、感嘆を表す品詞である。

4 形態論

4.1 名詞形態論

ドゥナン語における名詞の形態論構造は、(2)のように示すことができる。

(2) （接頭辞-）（語根 +）語根（-指小辞）（-複数）

4.1.1 名詞の接辞

ドゥナン語の接辞のほとんどは接尾辞であるが、ubu-「大」（例：ubu-ici「大

石」）や mi-「雌」（例：mi-uci「牝牛」）や bigi-「雄」（例：bigi-uci「雄牛」）の

ように、形容や性質を表す名詞接頭辞も存在する。名詞は小ささ・若さ・愛称

を表す指小接尾辞-ti（例：agami-ti 子ども-dim「小さい子ども」、inu-ti 犬-dim
「子犬」）を取ることができる。ドゥナン語の名詞は数に関して neutral であり、

単数と複数を指定する必要なく単数・複数両方を表すことができる。

(3) inu=ŋa
犬 =nom

maasiku
たくさん

bu-n.
いる-ind

‘たくさんの犬がいる。’

しかし含有 (associative)（例：Tharu-nta「太郎とその他の人」）または集合

(collective)（例：inu-nta「犬の集団」）複数を表す -nta によって名詞の数を表

すこともできる。含有複数からの派生である曖昧性を表すこともある（例：

khwaci-nta「お菓子など」、khuma-nta「ここらへん」）。
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4.2 数詞と類別詞

ドゥナン語の数詞は数詞語根 (1 ttu, 2 tta, 3 mi, 4 du, 5 ici, 6 mu, 7 nana, 8 da, 9
khugunu, 10 thu) に類別詞が後続する。類別詞の選択は数えられる対象の性質

や形による（人間：-taintu、動物：-gara、無生物：-ci、平らな物：-ira、樹木：

-mutu、日にち：-ka/-ga、回数：-muruci、歩数：-mata、握り：-ka 等）。数詞＋

類別詞の結合において不規則な音韻交替や補充形が見られ、さらに漢語由来の

ものも多く見られる。

4.2.1 代名詞

代名詞は、発話行為の参与者を指す対話代名詞、発話行為の参与者以外のも

のを指す指示代名詞、再帰代名詞、場所の代名詞、疑問代名詞に分類できる。

人称代名詞は他の名詞類と異なり、複数指示の場合、常に複数の接尾辞をと

もなう。さらに、数や格を表す語形が不規則となる場合が多い。特に一人称代

名詞の属格形が特異で、語根そのままか属格 =nu ではなく主格 =ŋa によって形

成される。

4.2.2 格

格標識は名詞句に後続し、名詞句全体を作用域とする。格標識は自立してい

ないが、接辞ほどホストに拘束されておらず、一部が動詞にも接続し接続詞の

ような機能も持っている。

格標識は動詞の中心的な項（S（他動詞の主語）、A（自動詞の主語）、P（他

動詞の目的語））を表示する「直格」の標識とそれ以外の周辺要素を表示する

「斜格」の標識に二分される。斜格が常に標識によって表示されるのに対し、中

心的な項は標識を取らないのが普通である。ただし、P は常に無標であるのに

対し、主格標識 =ŋa が S項と A項（特に主題化されていない場合）に現れるこ

とがある。
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表3 与那国の代名詞

単数 複数

一人称 ânu bânu(-nta) (excl), bânta (incl)
二人称 ndá ndí(-nta)
近称 khú khuntati
中称 ú ùntati
遠称 khári khàntati
再帰 1 sá si
再帰 2 dû, dunudu
場所・近称 khûma khumanta
場所・中称 ûma umanta
場所・遠称 kháma khamanta
疑問・有性 thá thanta
疑問・無性 nû
疑問・場所 nmâ

表4 ドゥナン語の代名詞の不規則的な語形

基本形 特殊な語形

一人称（単） ânu a=ŋa主格・属格

一人称（複） bânu(-nta), bânta ba=ŋa主格, ba/bânta属格

場所・近称 khûma khûmi所格

場所・中称 ûma ûmi所格

場所・遠称 kháma khámi所格

場所・疑問 nmâ nmî所格
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表5 ドゥナン語の格標識

格 標識 役割

主格 =ŋa S, A（一人称代名詞の場合属格）

属格 =nu 所有者、連体修飾

所格 =ni 存在・動作の場所・時間、移動先、変化の結果、受取人、

比較の基準、受動文の動作主、使役文の被使役者、受益文

の受益者

方向格 =nki 方向、移動先、変化の結果、受取人、比較の基準、受動文

の動作主、使役文の被使役者、受益文の受益者、被害文の

被害者

奪格 =gara 起点、理由、移動の手段、経路、所在

出格 =di 出所

達格 =ta 時間・空間的な境界

具格 =si 道具、材料、理由、手段

共格 =tu 共同の相手、並立

比較格 =ka 比較の基準

4.3 動詞形態論

4.3.1 形態的構造と活用クラス

ドゥナン語の動詞体系は様々な音韻変化と形態変化の結果、おそらく日琉語

族の中でもっとも複雑である。動詞の大まかな形態的構造を図1にまとめる。1
から 5 の各スロットに一つの形態素を入れることができ、スロット 0（語根）

とスロット 5（活用語尾）のみが必須である。語尾以外の 1～4の接尾辞は語幹

の活用クラスを変えることができ、その中の 3（アスペクト・否定）と 4 テン

ス）の接尾辞はスロット 5に現れる中止形・副動詞と共存することはない。

ドゥナン語の動詞形態は語幹と文法諸形式に異形態が多いことが特徴であ

る。異形態の交替は共時的な動機がなく、歴史的な変化の反映である。さらに、

語幹と接尾辞それぞれの異形態は、どの形式にどの形式が接続するかが語彙情

報として恣意的に決まっており、語幹自体は屈折的な情報を担っていない。ま
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た、一つの接続様式がすべての動詞に適用されるわけではなく、活用タイプご

とに異なっている。

図1 ドゥナン語の動詞の構造

0 (1) (2) (3) (4) 5

語根

∅
現在 -u-/∅ 直説 -n

否定 -anu-
過去 -(i)ta- 連体∅/-ru

完了 -(y)a-/-yu-/-u-
過去 -(i)ta- 状況 -iba/-uba

使役 -amir- 受動 -arir- ∅ 条件 -ya

∅ ∅

∅ ∅

命令 -i
禁止 -(u)nna
勧告 -(i)ndangi
中止 -i

語幹交替・文法諸形式の異形態・語幹と接尾辞各異形態の恣意的な接続様式

の三つの要素の結果、他の日琉諸語より遥に複雑な、八つの語幹と数十の活用

タイプからなる動詞体系になっている。一つの代表的な活用形や語幹から全パ

ラダイムを予測することが不可能で、少なくとも三つの活用形の情報が必要で

ある。

例えば、完了形以外のすべての活用形が同音である動詞が存在する：sagun
「割く」→ satyan v.s. sagun「咲く」→ satun、nirun「煮る」→ nyan v.s. nirun「煮

える」→ nyun。一方、完了形のみから活用タイプを予測することができず、異

なる活用タイプに所属しながら完了形が同じ動詞も存在する：khatun「勝つ」・

khagun「書く」→ khatyan。

4.3.2 語幹

ドゥナン語における語幹の異形態は比較的多い。語幹の交替は語彙的であり、

音韻（形態）的規則によるものではない（表6）。派生規則による分析はデメリ

ットが多く、結局、規則が特定の動詞クラスや接尾辞にしか適用されないとい

う記述になってしまい、説明的妥当性がない。
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表6 動詞の語幹交替（分節音のみ）

「引く」「食べる」「落とす」「作る」「する」「燃える」

sunk- pp- ut- kkw- kh- mw-
sunt- ppu- utu- kku- khi- mui-

utus- kkur- khir- muir-

語幹交替は分節音のみならず、音調型も関与している。低型の動詞の一部は、

その活用形の一部が低型ではなく下降型で実現するといったように、どの活用

形が音調交替を起こすかは動詞によって異なり、三つのパタンに分けられる

（表7）。
表7 動詞の音調交替

「破る」 「行く」 「休む」 「思う」

現在直説 dàndan L hìrun L dùgun L ùmun L
過去直説 dàndatan L hìtan L dùgutan L ûmutan F
現在否定直説 dàndanun L hìranun L dûganun F ûmanun F
現在完了直説 dàndasyan L hjûn F dûgwan F ûmwan F

表8 動詞語幹の例

用法 「数える」「歩く」「思う」「閉める」「作る」「破る」「燃える」

1 現在形・条件形 dùm- àig- ùm- hú- kkùr- dàndir- múir-
2 否定形 dûm- àig- ûm- h´- kkûr- dàndir- múir-
3 命令形・状況形 dùm- àig- ùmu- hú- kkùr- dàndir- múir-
4 禁止形 dùm- àig- ùm- hú- kkù- dàndi- múi-
5 過去形 dùm- àit- ûmu- hú- kkù- dànd- mú-
6 勧告形 dùm- àit- ùmu- hús- kkù- dànd- mú-
7 中止形 dûm- âit- ûmu- hús- kkû- dând- mú-
8 完了形 dûm- âit- ûmw- hús- kkwˆ- dând- mw´-
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このような多様な語幹交替と語幹と接尾辞各異形態の恣意的な接続様式のた

め、動詞の全体系を 8語幹体系と想定せざるをえないが、八つの異なる語幹を

持つ動詞はない（表8）。

4.3.3 屈折

屈折情報は主に接尾辞によって表されるが、接尾辞にも異形態が多く見られ

る。一部の屈折接尾辞は異形態の選択が語幹の末尾音によるが（表9）、語幹の

選択は動詞の活用タイプや後続する接尾辞によって決定され、そのような交替

を音韻論だけでは説明できない。

表9 語幹末尾音による異形態の選択

禁止 過去 現在 状況

子音終わりの語幹 -unna -ita- -u- -uba-
母音終わりの語幹 -nna -ta- ∅ -iba-

一方、完了の接尾辞-(y)a/yu/u-のうち、どの形式がどの語幹に接続するかは

完全に恣意的であり、音韻論的説明が不可能である*4。その上、一つの動詞が

複数の接尾辞を取ることができ、異なるスロットの接尾辞の連続に特殊なパタ

ンも見られる。

動詞の活用形をスロット 5の語尾によって表される形態統語的な特徴と機能

によって二つに分類することができる。まず自立動詞（independent verb,定動

詞）はムードの標識を取り、統語的に自立している。すなわち、単独で文とな

ることも、主動詞として（複文の中の）主節を形成することもできる。直説法

の活用形はテンスやアスペクトの接尾辞を取ることができるが、それ以外のム

ード（命令、禁止、勧告）はそれができない（表10）。

*4 主語が行為者となる動詞は-(y)a-を、主語が非行為者となる動詞は-yu/u-を選択するという一
般化が可能である。具体例は山田 (近刊) 3.5節を参照。
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表10 自立動詞語形

3 4 5 接尾辞 例:「する」

非完了 現在 直説 -∅-u/∅-n khirun
過去 -∅-(i)ta-n khitan

否定 現在 -anu-∅-n khiranun
過去 -anu-ta-n khiranutan

完了 現在 -(y)a/yu/u-∅-n khyan
過去 -(y)a/yu/u-ta-n khyatan

― ― 命令 -i khiri
― ― 禁止 -(u)nna khinna
― ― 勧告 -(i)ndangi khindangi

一方、中止形や副動詞のような非自立動詞（表11*5）は通常（省略の場合以

外）主節に現れることはない。そのような動詞形は副詞節や節連鎖、または複

合動詞に現れる。非自立動詞の中には状況の副動詞や条件の副動詞のようにテ

ンス・アスペクトの接尾辞を取るものもあるが、中止形や副動詞の多くはテン

ス・アスペクトの情報を主節の述語からうけとる。

連体形はその名称のとおり連体修飾節（関係節）を形成するのが主な役割だ

が、主節に現れることも少なくない。強調・感嘆の場合といわゆる「係り結び」

構文の場合に見られる（5.10節を参照）。ほとんどの動詞は直説法の形から接尾

辞-n を取り除いた語幹がそのまま連体形となるが、過去形と完了形及び一部の

不規則動詞の場合-ru がさらにそれに後続する。

ドゥナン語には中止形に屈折接尾辞を担う補助動詞が続く形式も見られ

る。補助動詞は尊敬 (warun) やアスペクト・ムード（「（て）いる」bun、終結

ccidimirun、「（て）みる」nnun、準備 utugun、能力 ccun、願望 busan）を表し、

本動詞との融合の度合いが様々である。一部の補助動詞は本動詞とは別の音韻

語を形成し、その結果個別の音調を示し、本動詞との間に焦点標識 =du が介入

することができる（例：khati=du buru「書いている」）。一方、本動詞と一体化

し自立しない補助動詞もある（例：khati-busan「書きたい」）。

*5 完了の形式の例は予測形。
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表11 非自立動詞語形

3 4 5 接尾辞 例:「する」

非完了 現在 状況 -∅-∅-iba/uba khiruba
過去 状況 -∅-ta-ba khitaba
現在 条件 -∅-∅-ya khirya
過去 条件 -∅-ta-ya khitaya

否定 現在 状況 -anu-∅-ba khiranuba
過去 状況 -anu-ta-ba khiranutaba
現在 条件 -anur-∅-ya khiranurya
過去 条件 -anu-ta-ya khiranutaya

完了 現在 状況 -(y)a/yu/u-∅-ba khyaba
過去 状況 -(y)a/yu/u-ta-ba khyataba
現在 条件 -(y)a/yu/ur-∅-ya khyaya
過去 条件 -(y)a/yu/u-ta-ya khyataya

― ― 中止 -i khi
― ― 継起 -iti khiti
― ― 理由 -ibi khibi
― ― 同時 -idatana khidatana
― ― 否定継起 -nki khiranunki
― ― 目的 -indi khindi

表12 連体形

3 4 5 接尾辞 例：「する」

非完了 現在 連体 -∅-u/∅-∅ khiru
過去 -∅-(i)ta-ru khitaru

否定 現在 -anu-∅ khiranu
過去 -anu-ta-ru khiranutaru

完了 現在 -(y)a/yu/u-∅-ru khyaru
過去 -(y)a/yu/u-ta-ru khyataru
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4.3.4 派生

品詞の転移を起こさない派生の中には、使役態と受動態という 2つのヴォイ

スが含まれる。両方とも語根に直接接続するが、両方が共存することもでき、

その場合使役の接尾辞が語根に接続し、受動の接尾辞はそれに後続する。使役

態は (-a)mir-、受動態は (-a)rir-（否定形 (-a)ninu-）という接尾辞によって表さ

れる。

4.3.5 状態動詞の形態

状態動詞（いわゆる「形容詞」）は一般の動詞とは異なる、より単純な形態的

特徴を持っている。状態動詞の語根はどれも母音 aで終わり、屈折接辞を担う

補助動詞 an「ある」が語根に接続する。語根と補助動詞が融合しつつ、語根末

の aと補助動詞の語頭の aが一短母音になることが多い。一方、焦点標識 =du
や主題標識 =ya が介入し、補助動詞を分離することもできる。

状態動詞の屈折情報が専ら補助動詞によって表されるので、存在を表す一般

動詞 an と同じく活用が不規則的である（例：否定形 minun、連体形 aru）。さ

らに、感嘆形（-anu、例：thaga(-a)nu「高い！」）や副詞形（-gu、例：thaga-gu
「高く」）のように、一般動詞「ある」の活用には存在しない活用形も見られる。

一方、状態動詞は意味解釈上の理由から、テンス・アスペクト・ムードの活用

形や副動詞の多くを欠いている。

さらに、一部の状態動詞は上で記述した a で終わる短い語幹の他にそれに

-sa が接続した長い語幹（例：「高い」thaga-an/thaga-sa-an）を持っているが、

その違いは未詳である。

5 統語論

ドゥナン語は主要部後位型、従属部表示型の言語であり、基本語順は S(X)V(自
動詞文)、A(X)PV（他動詞文）であるが、項は省略されることが多く、項や修飾

句の語順も比較的自由である。疑問文などで特定の語を前置または後置する必

要はない。名詞句内の修飾句は主要部名詞に先行し、名詞句全体の統語・意味

的役割は接語によって表される。
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表13 状態動詞語形

3 4 5 例：「高い」

現在 直説 thaga-n
連体 thaga-ru
感嘆 thaga-nu

非完了 状況 thagar-uba
条件 thagar-ya

過去 直説 thaga-ta-n
連体 thaga-ta-ru

現在 直説 thaga-minu-n
否定 連体 thaga-minu

過去 直説 thaga-minu-ta-n
連体 thaga-minu-ta-ru

5.1 格標示

ドゥナン語は S（自動詞の主語）と A（他動詞の主語）が同一の格標識（主

格）を受ける対格型言語であるが、この格標示は現れないことも多い。他の琉

球諸語と異なり、主格は常に =ŋa で表示され、名詞の階層が関与しない。対格

の標識がなく、P（他動詞の目的語）は常に無標である。三項動詞の間接目的語

や使役・受身構文の降格項は方向格 =nki で表示される。名詞句述語文の場合、

コピュラの主語は主格で表示され、名詞句述語は無標である。

(4) [agami=ŋa]S
子ども =nom

maasiku
たくさん

bu-n.
いる-ind

‘たくさんの子どもがいる。’（自動詞）

(5) [agami=ŋa]S
子ども =nom

[min]P
水

num-u-n.
飲む-pres-ind

‘子どもが水を飲む。’（他動詞）
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(6) [agami=ŋa]S
子ども =nom

[nma=nki]E
馬 =dir

[min]P
水

num-amir-u-n.
飲む-caus-pres-ind

‘子どもが馬に水を飲ませる。’（二重他動詞）

5.2 名詞句

名詞句は修飾要素が主要部を先行する主要部後位構造を持つ。名詞句はさら

に役割標識が、また述語の場合はコピュラが後続することがあり、これらを含

めて拡張名詞句 ((extended) N(oun) P(hrase)) と呼ぶ。名詞句の主要部は名詞的

要素であり、修飾要素は連体詞、連体修飾節、属格名詞句などである。

(7) [[[isu=ni
椅子 =loc

ntu-i
座る-med

bu-ru]MODIF
ipf-ptcp

[agami]HEAD]NP=ŋa]EXT NP
子ども =nom

nai
今

that-u-n.
立つ-pres-ind

‘椅子に座っている子どもが今立つ。’

状態動詞を含む句がいわゆる形容詞 (property concept) 句として名詞を修飾

しうる。このとき状態動詞は、一般動詞と同様に連体形を取る。

(8) [[khanu
dist

ttu=ka
人 =cmp

mabin
もっと

abya-ta-ru]MODIF
美しい-pst-ptcp

[ttu]HEAD]NP
人

‘あの人より美しい人’

5.3 述語

5.3.1 動詞述語

動詞述語は、屈折辞をともなう動詞単体、もしくは中止形の主動詞に屈折辞

をになう補助動詞が後接した構造を取る。主動詞と使役や受身などの意味を持

つ補助動詞によって述語全体が取る項の数が決定され、補助動詞はさらに時制、

アスペクト、モダリティ、尊敬などの、述語全体が持つ文法的意味を決める。

主動詞＋補助動詞の構造は主動詞と補助動詞がそれぞれ独立した語を成す分

析的述語と、両者が複合述語として機能する構造の二種類に分類される。両構

造において主動詞は時制などを持たない中止形を取るが、前者では焦点標識
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=du を主動詞と補助動詞の間に挿入することが可能であり、後者ではそれが不

可能である。それぞれの例を (9)、(10)に示す。

(9) sumuti
本

khat-i=du
書く-med=foc

bu-ru=na?
ipf-ptcp=ynq

‘本を書いているか？’

(10) khat-i-busa-n
書く-med-desid-ind

‘本を書きたい。’

5.3.2 名詞述語

名詞句はそのままで述語となり、屈折を標示する必要がある場合以外コピュ

ラをともなわない (11)（(*X)は Xの実現がその文を非文とすることを表す）。コ

ピュラは不規則活用を持つ存在動詞 an と、否定形以外同じ活用を持ち、焦点

共起 (12a)、否定 (12b)、過去時制 (12c)を表す場合に屈折して名詞句述語に後続

する。

(11) khari=ya
dist=top

dunan-ttu
与那国-人

(*a-n).
（*cop-ind）

‘彼／彼女は与那国の人だ。’

(12) a. khari=ya
dist=top

dunan-ttu=du
与那国-人 =foc

{a-ru, *∅}.
{cop-ptcp, *∅}

‘彼／彼女は与那国の人だ。’

b. khari=ya
dist=top

dunan-ttu=ya
与那国-人 =top

{ar-anu-n, *∅}.
{cop-neg-ind, *∅}

‘彼／彼女は与那国の人ではない。’

c. anu=ya
1sg=top

nkaci=ya
昔 =top

maihuna
おりこうさん

{a-ta-n, *∅}.
{cop-pst-ind, *∅}

‘私は昔おりこうさんだった。’
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5.4 複文

副詞節は動詞の中止形や副動詞を用いて作られる。

(13) [thagaramunu=du
宝物 =foc

a-ibi]ADV CL
cop-csl

atara
大切

khir-u-n.
する-pres-ind

‘宝物だから、大切にする。’

名詞を修飾する連体修飾節の述語は連体形を取り、名詞句の修飾要素となる。

その際関係代名詞などのリンカーは現れない。

(14) [khami
あそこ.loc

bu-ru]ADN CL
いる-ptcp

nma
馬

‘あそこにいる馬’

動詞の補語となる複文は、連体修飾節を含む =nsu「もの・こと」などの形式

名詞を主要部とする名詞句と、(15) のように発話動詞の補語として現れる引用

節がある。

(15) [anu=du
1sg=foc

nn-anu
見る-neg.ptcp

khatarai
ふり

khir-iba]=ndi
する-circ=qt

umu-i,
思う-med

‘（その女性は）私を見ないふりをするんだと思って’(加治工 2004: 43)

5.5 文のタイプ

5.5.1 肯定文

肯定文では、主述語が動詞述語の場合は通常 (16)で示すように直説法の形を

取り、名詞述語の場合は前述のとおり屈折を表示する必要があるときをのぞい

て名詞句がそのまま述語となる。

(16) nai=gara
今 =abl

i
ごはん

h-u-n
食べる-pres-ind

do.
sfp

‘今からごはんを食べるよ。’

存在文は、有情物には bun、無情物は an の存在動詞を用いて表し*6、主語が

*6 ただし船のような乗り物は無情物でありながら bun の方で表される。
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存在する場所は所格 =ni で標示する。

(17) khunu
prox

da=ni
家 =loc

agami
子ども

maasiku
たくさん

bu-n
いる-ind

do.
sfp

‘この家に子どもがたくさんいるよ。’

ドゥナン語の所有文は存在文と同様に、主述語に存在動詞を用い、所有者が

所格 =ni で表示される。存在文同様、主語の有情性によって存在動詞が選択さ

れる。

(18) a. khanu
dist

ttu=ni
人 =loc

agami
子ども

maasiku
たくさん

{bu, *a}-n
いる-ind

do.
sfp

‘あの人に子どもがたくさんいる。’

b. khanu
dist

ttu=ni
人 =loc

din
お金

maasiku
たくさん

{*bu, a}-n
いる-ind

do.
sfp

‘あの人にお金がたくさんある。’

5.5.2 疑問文

諾否 (Yes/No)疑問文には文末詞 =naが現れる。文末詞 =naは主述語となる動

詞の直説形から-n を取った形式（焦点共起の場合は連体形）に接続する (19)。
また、主述語が名詞句の場合も、役割標識の有無に関わらず =na が接続する

(20)。

(19) khuruma
車

mut-i
持つ-med

bu=na?
ipf=ynq

‘車を持っているか？’

(20) a. khami
あそこ.loc

bu-ru
いる-ptcp

nma=ya
馬 =top

Dunan-nma=na?
与那国-馬 =ynq

‘あそこにいる馬は与那国馬か？’

b. thabi
旅

nma=nki=bagin
どこ =dir=incl

hi-ta=nga?
行く-pst=whq

Hokkaido=nki=bagin=na?
北海道 =dir=incl=ynq

‘旅はどこまで行ったか？北海道までか？’
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主述語に動詞句を持つ疑問詞疑問文には、文末詞 =ngaが接続し、疑問詞に

は役割標識 =ba が接続することもある。

(21) a. su=ya
今日 =top

tha=ŋa
誰 =nom

war-u=nga?
いらっしゃる-pres=whq

‘今日は誰がいらっしゃるか？’

b. nda=ya
2sg=top

Tharu=nki
太郎 =dir

nu(=ba)
何 (=ba)

thura=nga?
あげる =whq

‘あんたは太郎に何をあげるか？’

主述語が名詞句の疑問詞疑問文では、文末詞 =ya が主述語に接続する。

(22) a. Dunan-ccima=ya
与那国-島 =top

nma={ya, *nga}?
どこ =whq

‘与那国島はどこか？’

b. nma=ŋa(=ba)
どこ =nom(=ba)

Dunan-ccima=ya?
与那国-島 =whq

‘どこが与那国島か？’

5.5.3 命令文

命令文は主述語に命令か禁止の接辞を接続させることで作られる。

(23) a. da=nki
家 =dir

hir-i.
行く-imp

‘家へ行け。’

b. da=nki
家 =dir

hi-nna.
行く-proh

‘家へ行くな。’

5.5.4 否定文

動詞句を主述語に持つ否定文は、一般的に主述語に否定の接辞-anu-を接続

させて作られる。存在動詞 an は特殊な否定形 minun を有する (24a)。minun は

状態動詞と動詞の完了形の否定としても現れる。名詞句を主述語に持つ否定文

は、コピュラに否定の接辞を接続させた形式 aranun で表す (24b)。
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(24) a. khumi=ya
ここ.loc=top

baga
1 .gen

nnani=ya
着物 =top

{minu-n,
{ない-ind,

*ar-anu-n}.
*cop-neg-ind}

‘ここには私の着物はない。’

b. khu=ya
prox=top

baga
1 .gen

nnani=ya
着物 =top

{*minu-n,
{*ない-ind,

ar-anu-n}.
cop-neg-ind}

‘これは私の着物ではない。’

存在動詞以外にも特殊な否定形を持つものがある。可能・受身・被害 (male-
factive) を表す補助動詞 -arir- の否定形は、単純に否定の接辞を後接させた形

-ariranu-ではなく-aninu-である。また例文 (25)で、動詞の継起形の否定に特殊

な形式-nki が用いられていることを示す。その他の特殊な否定形は5.5.3節の禁

止形、5.10節の特殊な係り結び形参照。

(25) mata
また

nni
米

ccaŋir-anu-nki=du
とぐ-neg-neg.seq=foc

bu-ru=na?
ipf-ptcp=ynq

‘また米をとがないでいるか？’

5.6 時制とアスペクト

5.6.1 時制

主文の過去時制は動詞接辞-(i)ta-、現在と未来（非過去）時制は-u-/∅ によっ

て表される。

(26) nnu=ya
昨日 =top

Tharu=ŋa
太郎 =nom

uta
歌

khi-ta-n
する-pst-ind

do.
sfp

‘昨日は太郎が歌を歌ったよ。’

5.6.2 アスペクト

補助動詞 bun は、動詞の中止形に後続し、非完結相の意味を表す。例えば

(27a) の例では、bunが動作主主語動詞 khagun「書く」に後続して現在（非過

去）時制の形を取り、現在進行「（発話時において）書いている」という解釈を

導く。また (27b)では、bun が ubuirun「覚える」に後続して非過去時制の形を

取り、主述語 ubui bun が状態動詞「（発話時において）覚えている」という解
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釈を受ける。

(27) a. khat-i
書く-med

bu-n.
ipf-ind

‘書いている。’

b. khanu
dist

ttu=nu
人 =gen

na
名前

ubu-i
覚える-med

bu=na?
ipf=ynq

‘あの人の名前を覚えているか？’

完了の意味を表す接辞-(y)a/yu/u-は動詞語根に接続し、動詞語根が記述する

事象の完了結果が、基準時において継続していることを表す*7。先述の非完結

相とは異なる分布を示すが、ドゥナン語では過去時制を取る動詞とは分布が非

常によく似ている。過去時制を取る動詞と動詞の完了形の正確な差異の記述は

今後の研究課題であるが、完了の接尾辞に過去の接尾辞が続いた過去完了形が

存在することから両者の間に意味的な差異があることがわかる。

(28) a. Tharu,
太郎

di
字

{khat-ya=na,
{書く-perf=ynq,

khat-ita-na}?
書く-pst=ynq}

‘太郎、字を書いたか？’

b. oo,
はい

{khat-ya-n,
{書く-perf-ind,

khat-ita-n}.
書く-pst-ind}

‘はい、書いた。’

動詞完了形の否定は、否定の接辞-anu-ではなく存在動詞の否定形-minu-を動

詞の中止形に接続させて表す。このことからも動詞完了形は、歴史的に動詞の

中止形＋存在動詞 an と分析可能であることがわかる。

(29) a. khica
さっき

Tharu=nki
太郎 =dir

thuras-ya-n.
あげる-perf-ind

‘さっき太郎にあげた。’

*7 伊豆山 (2006)は本稿で完了の接辞と呼ぶ形態素が一種の証拠性表現だと主張している。伊
豆山 (2006)で描写されている文脈でデータの再現を試みたが、報告された結果を得ること
ができなかったため、今後の研究課題とする。



24

b. madi
まだ

Tharu=nki
太郎 =dir

thuras-i
あげる-med

minu-n.
ipf.neg-ind

‘まだ太郎にあげていない。’

5.7 ムードと様相

5.7.1 ムード

肯定、命令、禁止のムードは先述のとおりである。これとは別に動詞勧誘

形-indangi が、勧誘を表すことが認められる。

(30) ayami-habiru
模様-蝶

nn-iti=gara
見る-seq=abl

khais-i
帰る-med

h-indangi.
行く-hor

‘アヤミハビル（ヨナグニサン）を見てから帰ろう。’

また、補助動詞 busan は動詞の中止形に後続し、「～したい」という希望を

表す。現代日本語共通語と異なり、主動詞の P項は主格で表示することができ

ない。

(31) anu=ya
1sg=top

bansuru(*=ŋa)
グァバ (*=nom)

ha-i-busa=du
食べる-med-desid=foc

a-ru.
cop-ptcp

‘私はグァバが食べたい。’

可能を表す表現として、二つの表現が観察される。一つは状況可能を表す接

辞-arir-であり、もう一つは主語の能力可能を表す補助動詞 ccun である。

(32) a. gaku
学校

ma
もう

simar-ya
終わる-cond

da=nki
家 =dir

khais-i
帰る-med

hir-arir-u-n.
行く-pot-pres-ind

‘学校がもう終わったので、家へ帰れる。’

b. khanu
dist

ttu=ŋa
人 =nom

santi
三線

tt-i
弾く-med

ccu-n.
abt-ind

‘あの人は三線が弾ける。’

状態述語には、驚嘆を表す形式が存在する。
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(33) aca-(a)nu!
暑い-exclm

‘暑い！’

5.7.2 証拠性

ドゥナン語には発話が依拠する情報の種類を示す、証拠性 (evidentiality) 表
現が数多く存在する。(34) に観察される-indangi (an) は、「木がやがて倒れる」

ことが、話者の推論によるものであることを示す証拠性表現の例である。

(34) khanu
dist

khi
木

dagati
やがて

thur-indangi=du
倒れる-evid.infer=foc

ar-u.
ある-ptcp

‘（地面から出ている根を見て）あの木はやがて倒れそうだ。’

(34)の発話は、話者が木を見て観察したことにもとづいており、推論ではな

く視覚情報に依拠しているともいえる。しかし-indangi (an) を主述語に含む発

話 (35)は、笑っている子どもを目の前で見ているときは適切ではなく、例えば

隣りの部屋にいる姿の見えない子どもの笑い声を聞いたときなどでしか適切で

はない。

(35) a. du=ya
姿 =top

nn-aninu-ŋa
見る-pot.neg-が

bara-i-khui=ya
笑う-med-声 =top

kk-ariru-n.
聞く-pot-ind

b. unu
その

agami=ya
子ども =top

shana-kh-indangi
嬉しい-する-evid.infer

a-n.
ある-ind

‘姿は見えないが、笑い声は聞こえる。あの子どもは嬉しそうだ。’

さらに別の例をあげると、一つの籠には魚が、もう一つの籠には果物が入っ

ていると話者が教えられ、一つを開けて魚が入っているとわかったとき、(36a)
は適切な発話である。(36a)の真偽は籠の外見に依拠しているのではなく、(36b)
の 1–3 をもとに話者が 4を導出した推論にもとづいている。同様に、(37) の例

も「太郎が家にいる」ことが、ランプがついていることをもとに話者が推論し

た点に依拠していることを示している。

(36) a. khari=ni=ya
dist=loc=top

nnin
みかん

bansuru=ŋa=du
グァバ =nom=foc

ir-indangi
入る-evid.infer

‘あれにはみかんやグァバが入っているんだろう。’
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b. 1. 一つの籠には魚が入っている

2. もう一つの籠には果物が入っている

3. 箱 Aには魚が入っている

4. 箱 Bには果物が入っている

(37) thuru
ランプ

khi-rari=du
する-pass=foc

bu-ru=yungara,
ipf-ptcp=から

Tharu
太郎

da=ni
家 =loc

bu-indangi
いる-evid.infer

a-n.
ある-ind

‘ランプがついているから、太郎は家にいるんだろう。’

現代日本語共通語には、(34)–(37)の状況すべてで用いることができる言語表

現が存在しない。推論の証拠性表現として用いることのできる「ようだ」「み

たいだ」は、(35) 以外の状況では適当ではなく、同様の証拠性表現「（動詞語

根）＋そうだ」は、論理的推論を用いた (36a) の状況では不適切である。必然

性の様相表現「はずだ」は、(36)、(37)以外では適切ではない。

5.7.3 様相表現

必然性 (necessity) や可能性 (possibility) の様相は、本動詞に後述し文の主述

語の一部となる要素によって表される。例えば (38a) は、連体修飾節がかか

る形式名詞 hadi が文の主述語となり、認識による必然性 (epistemic necessity)
（「知りうる限り…であるはずだ」*8）を表す。一方義務による必然性 (deontic
necessity)（「現在の状況によると…であるはずだ」）は (38b) にある、複合動詞

的表現を用いて表される。

(38) a. khanu
dist

ttu=ya
人 =top

nai
今

da=ni
家 =loc

war-u
いらっしゃる-pres

hadi
はず

do.
sfp

‘あの人は今家にいらっしゃるはずだよ。’

b. su=ya
今日 =top

ttu=ŋa
人 =nom

war-u=yungara,
いらっしゃる-pres=から

thaigu
はやく

da=nki
家 =dir

*8 話者の直感を鑑みると、必然性の様相表現とするには解釈が強すぎるかもしれず、単に「と
思う」程度の解釈が適切かもしれない。
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hir-anu-tu
帰る-neg-cond

nar-anu-ta-n.
なる-neg-pst-ind

‘今日は人がいらっしゃるから、早く家へ帰らないとならなかった。’

認識による可能性 (epistemic possibility)（「知りうる限り…であるかもしれな

い」）と許可による可能性 (deontic possibility)（「…してもよい」）も、本動詞に

後述する要素によって表される (39a, b)。

(39) a. khanu
dist

ttu=ya
人 =top

nai
今

da=ni
家 =loc

waru=kan
いらっしゃる =かも

bagar-anu-n.
わかる-neg-ind

‘あの人は今家にいらっしゃるかもしれない。’

b. gaku
学校

ma
もう

simar-ya
終わる-cond

da=nki
家 =dir

khais-i
帰る-med

hi-ta-n=tin
行く-pst-ind=ても

nsa-n.
よい-ind

‘学校がもう終わったので、家へ帰ってもよい。’

5.8 項構造と結合価に関する表現

5.8.1 使役

動詞接辞-amir-は本動詞に接続して使役動詞を作り、主格で表示される使役

者項を一つ増やす。被使役者項となる、非使役文の S/A項は方向格 =nki か所格

=ni で標示される。

(40) a. Tharu=ŋa
太郎 =nom

i
ごはん

maga-ta-n.
作る-pst-ind

（非使役文）

‘太郎がごはんを作った。’

b. a=ŋa
1sg=nom

Tharu=nki
太郎 =dir

i
ごはん

mag-ami-ta-n.
作る-caus-pst-ind

（使役文）

‘太郎にごはんを作らせた。’
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5.8.2 受身

受動文は動詞接辞-arir-が本動詞に接続することによって表され、他動詞の主

語が降格し、動詞の項数が一つ減少する。降格された項は表出しないか、方向

格 =nki か所格 =ni で表示される斜格項として表される。能動文の P項は主格に

昇格する。

(41) a. khunu
prox

mayu=ŋa
猫 =nom

uyantu
ねずみ

ha-ta-n.
食べる-pst-ind

（能動文）

‘この猫がねずみを食べた。’

b. khunu
prox

uyantu=ŋa
ねずみ =nom

mayu=nki
猫 =dir

h-ari-ta-n.
食べる-pass-pst-ind

（受動文）

‘このねずみが猫に食べられた。’

5.8.3 受益

補助動詞 thuran（本動詞としては「与える」の意）を用いて、他の項の降格・

昇格をともなわずに項を一つ増やすことができる。この項は受益者として解釈

され、方向格で標示される。現代日本語共通語とは異なり、受益者項を増やす

補助動詞は受益者項の人称に関わらず thuran が用いられる。

(42) a. Tharu=ŋa
太郎 =nom

anu=nki
1sg=dir

thuru
ランプ

kh-i
する-med

thura-ta-n.
ben-pst-ind

‘太郎が私にランプをつけてくれた。’

b. a=ŋa
1sg=nom

Tharu=nki
太郎 =dir

thuru
ランプ

kh-i
する-med

thura-ta-n.
ben-pst-ind

‘私が太郎にランプをつけてあげた。’

5.8.4 被害 (Malefactive)

動詞接辞-arir-は受動文を作る他に、被害者項を増やす機能も持つ。例えば

(43)では、自動詞 nagun「泣く」に -arir-が接続し、主題標識*9で表示された被

害者項 anu「私」が現れ、自動詞の主語 agami「子ども」は方向格に降格する。

*9 コーパス内に格標示付きの被害者項を含むデータが存在しないため、主題標識以外の格標示
は未確認。
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被害者項は、-arir-が接続する動詞とその主語が表す出来事によって、被害を受

けるものとして解釈される。

(43) anu=ya
1sg=top

agami=nki
子ども =dir

nag-ari-ti,
泣く-mal-seq

sikama
仕事

khir-aninu-ta-n.
する-pot.neg-pst-ind

‘私は子どもに泣かれて、仕事ができなかった。’

5.8.5 再帰性と相互動作

再帰性と相互動作は、ドゥナン語では動詞要素としては標示されない。前者

は再帰代名詞 sa もしくは du を用いて表される。後者を表す形態素は存在しな

いようである。相互動作は、複数主語を持つ他動詞文を用い、動詞の P項を表

示しないことで表現されることが多い。

(44) Tharu=ŋa
太郎 =nom

{sa, du}
refl

khaŋan=ki
鏡 =dir

ucus-iti
映す-seq

nni-ta-n.
見る-pst-ind

‘太郎が自分を鏡に映して（自分を）見た。’

5.8.6 動詞の自他交替

(45)のように自他交替を示す動詞が存在するが、そのプロセスは予測不能か

つ生産的ではなく、自他交替は語彙的情報となっている*10。

(45) a. nai=gara
今 =abl

Tharu=ŋa
太郎 =nom

that-u-n.
立つ-pres-ind

‘今から太郎が立つ。’

b. nai=gara
今 =abl

Diru=ŋa
次郎 =nom

Tharu
太郎

thata-n.
立てる-ind

‘今から次郎が太郎を立たせる。’

*10 完了の接尾辞の選択はある程度他動性との相関が見られるが、例外も多いため、共時的な規
則とはみなすことができず、歴史の名残りとみなすべきであろう。
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5.9 敬語表現

ドゥナン語は、主語が指示する者が社会的に高い地位にあることを述語要素

によって表示する尊敬語体系を持つ。uyan「召し上がる」や warun「なさる・

いらっしゃる・ていらっしゃる」など特有の尊敬表現を持つ動詞も存在するが、

ほとんどの動詞では補助動詞 warun を動詞の中止形に後続させることで尊敬

動詞を作る。

(46) asa=ŋa
おじいさん =nom

uta
歌

kh-i
する-med

wa-i
hon-med

bu-n.
ipf-ind

‘おじいさんが歌を歌っていらっしゃる。’

非常に限られた数の動詞においては、主語が指示する者が他の項よりも社

会的に低い地位にあることを表す特有の形式（「謙譲語」）が確認されている。

ccarirun「申し上げる」や thabararirun「いただく」などがその例だが、これら

は限られた場面でのみ用いられる定型句としてしか使われていない。また、現

代日本語共通語とは異なり、聞き手に対する敬意を表す形式（丁寧語）は存在

しない*11。

5.10 焦点共起（係り結び）

ドゥナン語では、古代日本語や他の琉球諸語に似た、焦点共起現象、いわゆ

る係り結び現象が観察される。狭義の係り結び現象は、ドゥナン語の場合、焦

点標識 =du が主文中にあるとき、またそのときに限り、文の主述語は直説法形

ではなく連体形を取る、と記述できる。実際に (47)のような最少対が多く観察

される。

(47) nai=du
今 =foc

ttam-ya-{ru, *n}.
知らせる-perf-{ptcp, *ind}

‘今知らせる。’

また、否定の述語 (-anu-や minun)には、連体形とは異なる係り結び形が存在

するが、これは先行研究ではこれまで報告されていない。(48)で例にあげる否

*11 受身・可能と同じ形式の接尾辞-arir-が接続した動詞が、聞き手に対する丁寧さを表すと思わ
れる用例が観察されているが、詳細は今後の研究に譲る。



31

定接辞が接続した動詞述語は、文中に =du が存在するが、係り結び現象として

予測される連体形 hir-anu でも、通常の直説法形 hir-anu-n でもなく、hir-anu-ru
という形で表れている。

(48) khama=ya
あそこ =top

thwa-bi=du
遠い-csl=foc

hir-anu-ru.
行く-neg-msb

‘あそこは遠いので、行かない。’

しかしながら、文中に =du が存在するが主述語が直説法形である場合や、そ

の逆に =du が存在しないが主述語が連体形を取る場合など、先述の狭義の係

り結び現象にとっては反例となる発話も観察される。ドゥナン語においては、

=du と連体形・係り結び形の共起はそれぞれの要素の分布環境が非常に似通っ

ていることによる傾向であると考えられるかもしれない。

6 自然談話資料

以下にドゥナン語の自然談話資料として、与那国民俗資料館館長の池間苗氏

による資料館案内の一部を掲載する。

[1] dunan=nu
与那国 =gen

nkacihanasi
昔話

kh-i
する-med

ccarir-u-n.
申し上げる-pres-ind

与那国の昔話を話してさしあげよう。

[2] sirunna.
シルンナ

「シルンナ」

[3] sirunna=ndi
シルンナ =と

nd-u=nsu=ya
言う-pres=もの =top

シルンナと言うものは

[4] nkuti=ŋa
赤ちゃん =nom

nmarir-uba
生まれる-cond

a
fill

赤ちゃんが生まれたら
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[5] duŋuti=nki
門 =dir

uyabi
上

buhanna
しめ縄

ha-iti
張る-seq

門の上にしめ縄を張って

[6] ndai=tu
左 =com

nidi=nki
右 =dir

sirunna
シルンナ

saŋ-iti
下げる-seq

左と右へシルンナを下げて

[7] nkuti
赤ちゃん

mmar-u-n
生まれる-perf-ind

do=ndi
よ =と

「赤ちゃんが生まれたよ」と

[8] muuru=nki
みな =dir

ccarir-u
知らせる-pres

munu
もの

みなに知らせるものだ。

[9] khara
fill

khanu
fill

guma-ru
小さい-ptcp

mata
また

sirunna=ya
シルンナ =top

khari=ya
あれ =top

mata
また

小さいシルンナは、それはまた、

[10] nkuti
赤ちゃん

mmarir-u
生まれる-pres

duguru=ni
ところ =loc

赤ちゃんが生まれるところに

[11] abu=ŋa
おばあさん =nom

niŋai=du
祈り =foc

bu-ru
ipf-ptcp

khimunu
するもの

おばあさんが祈りをするもの、

[12] niŋa-i
祈り-med

wa-ta-ru
hon-pst-ptcp

duguru=nu
ところ =gen

munu=du
もの =foc

[13] na-i
なる-med

bu-ru.
ipf-ptcp

祈りなさったところのものとなっている。
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[14] khu=ya
これ =top

mata
また

dwai=nu
祝い =gen

basu=ni
とき =loc

binga=nu
男 =gen

これはまた祝いのときに、男の…

[15] <de kore=wa>
でこれは

dama.
糸車

でこれは、糸車。

[16] dama=ndi
糸車 =と

nd-u
言う-pres

munu=ya
もの =top

糸車というのは

[17] abu-nta=ŋa
母親-pl=nom

unni
そのように

unu
その

dama=nki
糸車 =dir

mat-iti
巻く-seq

母親とかがこのようにその糸車に巻いて

[18] bu
麻糸

nm-i
紡ぐ-med

utut-i
おく-med

wa-ta=gara=ya
hon-pst=abl=top

麻糸を紡いでおかれたら

[19] unu
その

dama=nki
糸車 =dir

mat-iti
巻く-seq

e
fill

isi
する.med

mata
また

その糸車に巻いて、えー、そう、また

[20] khu=ya
これ =top

mata
また

ndati=si
ボビン =inst

khu=si
これ =inst

これはボビンで、これで

[21] khunni
このように

mat-i
巻く-med

utug-uba
おく-cond

このように巻いておけば

[22] nunu
布

ur-u
織る-pres

basu=ni
とき =loc

kk-u
使う-pres

munu.
もの

布を織るときに使うものだ。
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[23] khu=ya
これ =top

mata
また

hatamunu.
機織り機

これは機織り機だ。

[24] hatamunu=ya
機織り機 =top

nnani
着物

danindu=nu
家族 =gen

nnani
着物

ur-u
織る-pres

munu.
もの

機織り機は着物を、家族の着物を織るものだ。

[25] khu=ya
これ =top

mata
また

minuŋa=nu
女 =gen

abuta
母親

sikama.
仕事

これは女の、母親の仕事だ。

[26] khu=ya
これ =top

aminagu.
ゆりかご

これはゆりかごだ。

[27] aminagu=ndi=ya
ゆりかご =quot=top

nkuti
赤ちゃん

nus-iti
乗せる-seq

ゆりかごとは、赤ちゃんを乗せて

[28] naci
夏

aca-ru
暑い-ptcp

basu=ni
とき =loc

nus-iti
乗せる-seq

夏暑いときに乗せて

[29] naci=n
夏 =incl

huju=n
冬 =incl

abu-nta=ŋa
母親-pl=nom

夏も冬も母親とかが

[30] haraharadii
ねんねんころり

haraharadii=ndi
ねんねんころり =qt

<konnani sagete>
こんなに下げて

ねんねんころりと、こんなに下げて

[31] mati
とても

sjana
嬉しい

kh-i
する-med

nind-i
寝る-med

bu-ta-ru.
ipf-pst-ptcp

とても嬉しそうに寝ていた。
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略語一覧

1 first person
2 second person
abl ablative
abt abt
ben benefactive
caus causative
circ circumstantial
cmp comparative
com comitative
cond conditional
cop copula
csl causal
desid desiderative
dim diminutive
dir directive
dist distal
evid evidential
excl exclusive
exclm exclamative
fill filler
foc focus
gen genitive
hon honorific
hor hortative
imp imperative
incl inclusive
ind indicative

infer inferential
inst present
ipf imperfective
loc locative
mal malefactive
med medial
msb musubi
neg negative
nom nominative
pass passive
perf perfective
pl plural
pot potential
pres present
proh prohibitive
prox proximal
pst past
ptcp participle
qt quotative
quot quotative
refl reflexive
seq sequential
sfp sentence final particle
sg singular
top topic
whq wh-question
ynq yes-no question
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